
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 (2020年度) 事 業 報 ―に:ヨ
Eヨ

特定非営利活動法人グ リー ケア・サポー トプラザ

1 事業の成果

令和 2年度の活動はコロナウィルス感染拡大や緊急事態宣言発出等により当初計画した通りの事業を

実施することはできなかったが、様々な工夫 (オンライン0感染予防対策)をすることで活動を継続し、

コロナ禍で増加する自死遺族や孤立化する遺族への支援ができた。オンラインで新たな支援方法を展開

できることもわかり成果を得た。

電話傾聴活動はおよそ 539件の自死遺族からの電話をとることができた。自死遺族の会である「分かち

合いの会」は予約・少人数制に、「茶話会」はオンラインで実施した。スタッフ研修もオンラインで実施

し、サポートする力を高めることができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【1,985】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事
者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

争栗
費
(千

円)

支援 。相談争
業

電話相談 (傾聴電話)

東京都特別週間への参加

毎週・木・土

12時～16時

3月 。9月

事務所所在

地

25名

16名

不特定多

数自死遺

族

539名

100

又 破・ 相 談 争
業

自死遺族分かち合いの会

オンライン茶話会

毎月第 3日
曜

毎月第 1土
曜

事 務所所在

地

30名

24名

不特定多

数自死遺

族

22名

34名
100

研 修事業 傾聴電話スタッフ 1学びの会」

傾聴電話スタッフ振 り返 り

分かち合いスタッフ振 り返 り

2020年 10月

4日

12月 ・ 2

月・ 3月

毎月

事務所

オンライン

オンライン

12名

9名

24名

25名

25名

8名

13名

33名

72名

1 5 0

ニューズレターの発行 6月 、 事務所所在

地

13名

300名

200名 60

教 育 警 家 争

業
傾聴電話ボランテ イア養成講

座

ホームページ管理

10月 1日

～ 12月 3

日

常時

事務所所在

地

20名

24名

不 特 定

多数

4名

不特定多数

50

場所事業内容 日時記朝
じ

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)



争 薬 箱





書式第 15号 (法第 28条関係)

2020年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

$E'FET'J'8il;:T  7 T->I7 ｎ

／

〔単位 :円〕
洒科 目

4,584,588現金預金
未収金
棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア

借地権

敷金
長期貸付金

【A】 資 産 合 計 ①+② 4,5841

未払金
預り金

長期借入金
退職給付引当金

4.584,588
3,439,443
1. 145. 145

4584

4,584:588【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

■F漏■■■

、】 口 産 の 部



16 28

2020年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人グ リー フケ ア・ サ ポー トプラザ

重要な会計方針
NPO法人会計基準によって会計処理をしています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

物品の販売等は行っていません。

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産は保有していません。

(3)引当金の計上基準
有給の職員はいません。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

補助金 。寄付金以外の物的サービスの受け入れ実績はありません。

(5)消費税等の会計処理

物品の販売等は行っていません。

2.事 業別損益の状況 な し

事 業 事 業
事業部門計 管理部門 合計科 目

事業 事業

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5,その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費
印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

算定方法内容 金額

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳   (該 当事項はありません。)



期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高内容 |

合計

備 考

4 使途等が制約された寄附金等の内言

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は 4,584,588円ですが、そのうち 0円 は、下記のように使途が特定されていま
したがって使途が制約されていない正味財産は 4,584,588円 です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項
事業費と管理費の按分方法
光熱水費、賃借料、消耗品費など事業費と管理費の両者で使用する経費について、事業費77%、 管理費23%に案
分して計上しています。

７
‥

Ｒ
）

取 得 減 少 期末取得価額 減価償却累計額科 目

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

合計

当期 借 入 当期返済 期末残高ヨ

ヨ 期首残高

合計

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

科 目

計算書類 に

計上された

金額

(活動計算書 )

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

科

0





書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2019年度 (令和元年度)

年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人グリーフケア・サポートプラ」

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)

役員について、親族の規定に違反していません。(法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期

間
(該当者のみに記

入 )

氏   名

1 〇 事・監事

イイモリマキオ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

飯森員喜雄

2 Q事 。監事
フジイタダユキ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

藤井忠幸

Q事・監事
ヨシヒササヨコ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

吉久小夜子

4 Q事・監事
イラコケイコ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

五十子敬子

5 Q事 。監事
オガワケイタロウ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 3:日

な し

小川慶太郎

6 Q事・監事
コバヤシシゲノリ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

小林茂則

7 Q事 。監事
ツチムラケイコ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

土村啓子

Q事 。監事

ノジリエイイチ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

野尻英一

9 Q事・監事
ニシダリエ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

西田利恵

10 Q事 。監事

モトキイサオ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し
本木伊佐夫



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 Q事・監事
ワダレイコ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

和田證子

12 Q事・監事
ミワクミコ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

三輪久美子

13 Q事 。監事
オオタナオコ

太田尚子

平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

14 理事 。
③ 事

ヤスザワアキラ 平成30年 4月 1日

令和 1年 3月 31日

な し

安澤明



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人グリーフケア・サポートプ

氏   名 住 所 又 は 居 所

飯森員喜雄

つ

』

□囲圏謂

Ｑ
Ｖ

吉久小夜子

4
五十子敬子

5
小川慶太郎

6 小林茂則

７
〓

土村啓子

口
・】

野尻英一

Ｑ
ピ

固□F副圃

10
本木伊佐夫

11
和田積子

12 三輸久美子



13
太田尚子

14
安澤明


